
区
民
の
く
ら
し
の
実
態

に
つ
い
て

【
質
問
】
い
ま
、
区
民
の
く

ら
し
は
深
刻
だ
。
格
差
と
貧

困
の
広
が
り
の
中
で
、
定
率

減
税
の
廃
止
に
よ
る
負
担
増

が
押
し
寄
せ
、
暮
ら
し
を
一

掃
圧
迫
し
て
い
る
。
区
長
の

認
識
は
。

【
答
弁
】
今
後
も
き
め
の
細

か
い
区
政
運
営
に
努
め
る
。

負
担
増
か
ら
区
民
の
く

ら
し
を
守
れ

【
質
問
】
①
負
担
増
の
中
止

を
国
に
求
め
よ
。
②
非
課
税

か
ら
課
税
に
な
っ
た
方
へ
の

「(

仮
称)

痛
み
和
ら
げ
手
当
」

の
実
施
を
。

【
答
弁
】
①
定
率
減
税
の
廃

止
は
、
経
済
状
況
の
改
善
等

を
踏
ま
え
た
も
の
。
税
源
委

譲
の
た
め
、
住
民
税
と
所
得

税
を
合
わ
せ
た
税
負
担
額
は

変
わ
ら
な
い
の
で
、
考
え
て

い
な
い
。
②
考
え
て
い
な
い
。

年
金
の
問
題
に
つ
い
て

【
質
問
】
「
消
え
た
年
金
」

問
題
は
、
国
の
責
任
で
解
決
、

社
会
保
険
庁
解
体
は
白
紙
に

戻
す
な
ど
を
国
に
要
望
す
べ

き
。

【
答
弁
】
必
要
に
応
じ
て
要

望
。

介
護
保
険
料
の
引
き
下

げ
に
つ
い
て

【
質
問
】
①
一
般
財
源
を
投

入
し
、
介
護
保
険
料
の
引
き

下
げ
を
。
②
調
整
交
付
金
を

負
担
す
る
よ
う
国
へ
要
求
す

る
こ
と
。
③
調
整
交
付
金
の

不
足
分
を
区
が
負
担
す
る
こ

と
に
つ
い
て
。

【
答
弁
】
①
一
般
財
源
を
投

入
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な

い
。
②
要
望
す
る
。
③
国
の

負
担
責
任
を
あ
い
ま
い
に
す

る
の
で
適
当
で
は
な
い
。

青
年
の
雇
用
と
生
活
を

守
る
対
策
に
つ
い
て

【
質
問
】
①
最
低
賃
金
を
時

給
千
円
以
上
に
引
き
上
げ
る

よ
う
国
に
要
求
す
る
こ
と
。

②
区
内
主
要
大
企
業
に
正
規

雇
用
を
要
請
す
る
こ
と
。
③

青
年
の
就
業
支
援
や
人
間
的

連
帯
づ
く
り
へ
の
サ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
。
④
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ

難
民
の
実
態
調
査
に
つ
い
て

【
答
弁
】
①
最
低
賃
金
は
、

最
低
賃
金
審
議
会
で
決
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
考
え
て
い

な
い
。
②
考
え
て
い
な
い
。

③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
品
川
等
の

雇
用
関
係
機
関
と
連
携
す
る

中
で
、
仲
間
や
人
間
的
連
帯

づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
な

工
夫
を
す
る
。
④
厚
労
省
の

実
態
調
査
の
推
移
を
見
守
る
。

妊
婦
健
診
の
公
費
負
担

回
数
の
拡
大
に
つ
い
て

【
質
問
】
妊
婦
健
診
一
四
回

ま
で
公
費
負
担
せ
よ
。

【
答
弁
】
「
公
費
負
担
の
あ

り
方
検
討
会
」
の
内
容
を
踏

ま
え
て
検
討
。

学
校
入
学
準
備
金
、

修
学
旅
行
費
補
助

に
つ
い
て

【
質
問
】
①
入
学
準
備

金
の
実
施
を
。
②
修
学
旅

行
費
補
助
の
実
施
を
。

【
答
弁
】
①
就
学
援
助
制

度
の
中
で
支
給
し
て
お
り
、

入
学
準
備
金
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。
②
考
え

て
い
な
い
。

全
小
学
校
に
栄
養

士
の
配
置
を

【
質
問
】
全
小
学
校
に
栄

養
士
の
配
置
を

【
答
弁
】
平
成
二
〇
年
四

月
の
配
置
に
む
け
て
、
非
常

勤
栄
養
士
の
採
用
に
努
め
る
。

交
通
不
便
地
域
へ
の

「
ち
ぃ
ば
す
」
運
行
に

つ
い
て

【
質
問
】
当
面
、
請
願
が
採

択
さ
れ
た
地
域
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
具
体
化
に
向
け
て
の

検
討
を
す
す
め
、
一
日
も
早

く
区
民
の
足
を
確
保
す
べ
き
。

【
答
弁
】
平
成
二
〇
年
度
に

は
、
ち
ぃ
ば
す
も
含
め
た
地

域
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
具
体
的

に
実
施
す
る
た
め
の
実
施
計

画
を
策

定

し
、

生
活

不
便

地
域

で
の
移
動

問
題

の
改

善
に
取
組
む
。
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裏
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1３５

住
民
税
大
増
税
や
め
よ
、
と
宣
伝
・

署
名
活
動
す
る
す
る
港
社
保
協
の

人
た
ち
＝
６
月
13
日
、
区
役
所
前

◇
そ
の
他
に
、
①
国
民
健

康
保
険
料
の
滞
納
者
へ
の

資
格
証
明
書
発
行
に
つ
い

て
、
②
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
の
引
き
下
げ
に
つ
い

て
、
③
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
建
設
促
進
に
つ
い
て
、

④
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

な
ど
の
改
善
に
つ
い
て
、

⑤
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
自
己

負
担
分
の
軽
減
に
つ
い
て
、

⑥
住
宅
施
策
に
つ
い
て
、

⑦
虎
ノ
門
・
六
本
木
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ

い
て
、
⑧
ま
ち
づ
く
り
条

例
の
扱
い
に
つ
い
て
、
⑨

区
立
保
育
園
の
建
設
に
つ

い
て
、
⑩
協
働
会
館
の
保

全
活
用
に
つ
い
て
、
⑪
五

之
橋
の
架
け
替
え
、
拡
幅

に
つ
い
て
、
⑫
虫
歯
予
防

の
取
り
組
み
強
化
に
つ
い

て
、
⑬
認
証
保
育
所
等
に

入
園
し
て
い
る
家
庭
へ
の

支
援
の
強
化
に
つ
い
て
、

⑭
町
会
の
行
う
イ
ベ
ン
ト

へ
の
助
成
に
つ
い
て
、
⑮

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
申
し
込

み
に
つ
い
て
、
⑯
ふ
頭
少

年
野
球
場
周
辺
道
路
の
駐

車
禁
止
除
外
に
つ
い
て
、

な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

六
月
十
四
日
か
ら
六
月
二
十
二
日
ま
で
第
二
回
定
例
区
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党

港
区
議
団
を
代
表
し
て
い
の
く
ま
区
議
が
代
表
質
問
。
四
月
の
区
議
選
で
初
当
選
し
た
大
滝
区

議
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
第
二
回
定
例
区
議
会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
人
間
ら
し
く
働
き
た
い
」
青
年

大
集
会
＝
５
月
20
日
、
明
治
公
園



残
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く

願
っ
て
い
ま
す
。
都
会
の
ど
真

ん
中
の
子
供
た
ち
が
活
き
活
き

と
し
て
、
港
区
生
ま
れ
で
あ
る

こ
と
を
に
喜
び
を
感
じ
る
環
境

を
ぜ
ひ
残
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
い
う
内
容
で
す
。

旧
鞆
絵
小
跡
地
は
区
立
教
育

セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
更
に
気
象
庁
が
移
転

用
地
と
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

党
委
員
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー

で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
、
都
心

の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
、
こ
こ
で

の
整
備
・
拡
大
を
基
本
と
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
採
択
を

主
張
。
他
党
派
は
採
択
を
い
い

ま
し
た
が
、
現
在
地
に
こ
だ
わ

ら
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
ま
し

た
。

旧
鞆
絵
小
校
庭
に
あ
る
「
み

な
と
み
ど
り
っ
子
ビ
オ
ト
ー
プ

く
ら
ぶ
」
の
ビ
オ
ト
ー
プ
（
土

と
水
の
あ
る
生
物
の
棲
む
空
間
）

や
田
圃
を
拡
充
す
る
請
願
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
党
委
員
の
提

案
で
旧
鞆
絵
小
に
あ
る
ビ
オ
ト
ー

プ
を
視
察
し
て
審
議
、
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
は
「
旧
鞆
絵
小
跡
地
に

建
設
さ
れ
る
予
定
の
教
育
セ
ン

タ
ー
に
ビ
オ
ト
ー
プ
や
田
圃
を
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南
青
山
四
丁
目
の
方
か
ら
、

Ｔ
字
路
か
ら
自
転
車
な
ど
で
通

り
に
出
る
時
、
車
の
通
行
も
多

く
危
険
。
「
な
ん
と
か
な
ら
な

い
か
」
と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
早
速
風
見
区
議
が
現

地
を
調
査
、
狭
い
道
な
の
に
交

互
通
行
の
た
め
、
わ
き
道
か
ら

出
る
時
、
お
互
い
に
見
通
し
が

悪
く
、
危
険
な
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

こ
の
通
り
に
は
同
じ
よ
う
な

路
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
が
つ
い
て
い
ま
す
。

区
の
担
当
課
長
と
折
衝
の
結
果
、

カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
が
設

置
さ
れ
ま

し
た
。

地
元
の

方
々
は
、

「
自
転
車

で
も
安
心

で
き
る
」

と
喜
ん
で

い
ま
す
。

党
港
区
議
団
は
、
区
民
生
活

が
深
刻
に
な
る
中
、
六
月
二
二

日
の
区
議
会
本
会
議
で
「
痛
み

や
わ
ら
げ
手
当
条
例
」
、
「
特

別
区
税
条
例
の
一
部
改
正
条
例
」
、

「
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
、

「
小
中
学
校
等
入
学
準
備
金
の

支
給
に
関
す
る
条
例
」
を
提
出
。

今
後
、
各
常
任
委
員
会
で
審
議

さ
れ
ま
す
。

「
痛
み
や
わ
ら
げ
手
当
条
例
」

は
、
税
制
改
悪
に
よ
り
住
民
税

が
非
課
税
か
ら
課
税
に
な
っ
た

方
に
年
二
万
円
の
手
当
を
支
給

す
る
。
特
別
区
税
条
例
の
一
部

改
正
は
、
前
年
の
収
入
が
生
活

保
護
基
準
の
一
・
二
倍
以
下
の

方
の
区
民
税
を
免
除
す
る
。
心

身
障
害
者
福
祉
手
当
条
例
の
改

正
は
、
精
神
障
害
者
に
も
手
当

を
支
給
す
る
。
学
校
入
学
準
備

金
支
給
条
例
は
、
小
学
校
二
万

円
、
中
学
校
三
万
円
の
入
学
準

備
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

他
会
派
に
も
共
同
を
呼
び
か
け

ま
し
た
が
、
賛
同
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

「
痛
み
や
わ
ら
げ
手
当
」
な
ど

四
つ
の
条
例
を
提
出

「
お
台
場
を
よ
く
す
る
会
」

か
ら
「
台
場
地
域
に
『
ち
ぃ
ば

す
』
の
運
行
を
求
め
る
請
願
」

が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
は
「
台
場
地
域
は
、
レ

イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
渡
っ
て

区
内
の
病
院
に
通
う
に
も
、
ま

た
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
芝
浦

港
南
支
所
に
出
か
け
る
に
も
大

変
不
便
で
す
。
費
用
も
時
間
も

か
か
り
、
高
齢
者
に
は
と
て
も

苦
痛
。
台
場
か
ら
田
町
・
港
南

方
面
へ
の
路
線
を
」
と
い
う
内

容
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
区
民
の
運
動
と
党
区
議

団
の
提
案
で
、
一
昨
年
十
月
に

「
ち
ぃ
ば
す
」
二
路
線
の
運
行

が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
降

も
、
今
回
の
「
台
場
地
域
の
請

願
」
を
含
め
、
五
つ
の
請
願
が
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。
区
民
も
区
議
会

も
交
通
不
便
地
域
に
「
ち
ぃ
ば

す
」
を
運
行
す
べ
き
で
は
一
致

し
て
い
ま
す
。
い
ま
必
要
な
こ

と
は
、
港
区
が
区
民
・
議
会
の

意
思
に
し
っ
か
り
と
答
え
る
こ

と
で
す
。
党
区
議
団
は
、
早
期

の
運
行
の
た
め
が
ん
ば
っ
て
い

き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
開
催

台
場
地
域
に
「
ち
ぃ
ば
す
」
を

の
請
願

全
会
一
致
で
採
択

ビ
オ
ト
ー
プ
で
田
植
え
や

生
物
観
察
の
体
験
を

拡
充
す
る
請
願

全
会
一
致
で
採
択

南
青
山
４
に

カ
ー
ブ
ー
ミ
ラ
ー

六
月
二
日
、
党
区
議
団
主
催

で
「
港
区
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
懇
談
会
」
が
開
か
れ
、
住
民

組
織
や
区
民
六
十
名
以
上
が
参

加
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
区
民
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
大
企
業
に
よ
る

大
規
模
開
発
の
現
状
や
、
行
政

の
開
発
推
進
の
立
場
へ
の
批
判

等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

福
島
大
学
の
今
西
一
男
准
教

授
が
、
「
あ
え
て
住
民
の
立
場

か
ら
都
市
再
生
を
問
う
」
と
題

し
て
講
演
。
そ
の
後
、
参
加
者

の
意
見
交
流
も
行
わ
れ
、
住
民

本
位
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
活
発

な
議
論
が
続
き
ま
し
た
。

第
二
回
目
の
懇
談
会
を
九
月

八
日
（
土
）
に
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

●
参
議
院
選
挙
が
あ
っ
た
た

め
発
行
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。
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